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近
年
、
連
絡
事
や
お
知
ら
せ

な
ど
は
メ
ー
ル
に
因
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
手
書

き
の
温
も
り
が
少
な
く
な
っ
た

こ
と
に
寂
し
さ
や
懐
か
し
さ
が

残
り
ま
す
。

　

時
の
流
れ
と
は
い
え
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
は
驚
き
で

す
。
私
に
は
ス
マ
ホ
と
呼
ぶ
よ

り
は
携
帯
電
話
の
方
が
心
に
届

き
ま
す
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン

の
機
能
は
煩
雑
で
混
乱
を
き
た

し
ま
す
。
特
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ラ

イ
ン
な
ど
の
メ
ー
ル
は
特
定
の

人
に
送
信
し
た
つ
も
り
で
も
、

不
特
定
者
が
閲
覧
す
る
こ
と
も

あ
り
、
個
人
情
報
の
保
護
が
心

配
で
す
。
さ
ら
に
、
短
文
表
記

が
求
め
ら
れ
る
メ
ー
ル
は
言
葉

の
省
略
や
略
語
化
を
す
る
た

め
、
誤
解
を
招
き
や
す
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
日
本
語
特

有
の
繊
細
な
表
現
能
力
が
失
わ

れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
生
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
美

し
い
日
本
語
を
使
う
よ
う
心
が

け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
品
格

あ
る
言
葉
遣
い
は
人
生
の
宝
で

す
。
美
し
い
文
字
を
記
す
こ
と

も
同
様
で
す
。
文
字
は
人
な
り

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
大
切
な
素
養

で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
附
属
高
校
の
生

徒
た
ち
は
立
居
振
舞
い
が
素
晴

ら
し
い
と
、
近
隣
の
人
々
か
ら

嬉
し
い
評
価
を
頂
く
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　

人
々
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と

に
拘
わ
ら
ず
、
他
人
の
評
判
を

懸
念
し
、
自
己
形
成
を
諮
り
つ

つ
生
活
し
て
い
ま
す
。
他
者
評

価
を
大
切
に
す
る
考
え
方
は
自

分
自
身
を
発
見
す
る
行
為
で

す
。
自
分
と
は
何
か
と
考
え
な

い
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

他
人
と
比
較
し
、
自
分
の
特
徴

を
知
り
、
欠
点
を
是
正
す
る
自

分
探
し
は
成
長
の
た
め
に
不
可

欠
で
す
。
比
較
の
対
象
に
な
る

人
々
が
沢
山
い
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
学
校
の
始

ま
り
な
の
で
す
。
人
格
形
成
の

た
め
に
は
、
お
互
い
を
認
め
、

援
け
合
い
、
互
い
に
成
長
を
目

指
す
行
為
か
ら
友
情
や
信
頼
が

育
ま
れ
ま
す
。
利
己
的
な
考
え

か
ら
は
孤
立
や
引
き
籠
り
が
う

ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

現
代
の
世
情
を
俯
瞰
す
れ

ば
、
礼
節
や
謙
虚
な
心
が
忘
れ

ら
れ
て
い
る
と
思
え
て
な
り
ま

せ
ん
。
礼
と
は
社
会
の
秩
序
を

保
つ
た
め
の
生
活
規
範
と
し
て

作
法
に
則
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
節
と
は
万
物
の
理
（
こ
と

わ
り
）
で
二
十
四
節
気
と
か
物

事
の
区
切
り
目
と
か
、
広
く
は

分
別
と
も
解
釈
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
人
間
の
社
会
は
目
的

の
た
め
に
集
団
化
す
る
こ
と
か

ら
礼
儀
と
節
度
が
生
ま
れ
ま

す
。
お
互
い
を
尊
重
す
る
思
い

か
ら
謙
虚
さ
が
育
ま
れ
ま
す
。

個
人
の
美
し
さ
と
は
見
目
麗
し

い
こ
と
で
は
な
く
、
物
知
り
人

で
も
な
く
、
学
ん
だ
知
識
を
礼

節
と
共
に
活
用
で
き
る
人
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
如
何
に
素
晴

ら
し
い
学
歴
が
あ
ろ
う
と
も
、

礼
節
の
な
い
人
は
阻
害
さ
れ
疎

ま
れ
ま
す
。

　

学
生
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
望

む
こ
と
は
「
学
び
て
後
に
そ
れ

を
習
う
、
ま
た
楽
し
か
ら
ず

や
」
と
い
う
学
問
の
心
と
礼
節

あ
る
微
笑
み
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
の
で
す
。

理事長・学園長
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開成の杜（2）

FD部門ポスターセッションの模様

講演する髙橋久善弁護士

SD部門曽田究氏の講演

「
小
学
校
教
員
養
成
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
実
施
に
つ
い
て

第
55
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会

「
教
職
員
の
質
的
向
上
」

教 育 実 習 受 講 料

2年目の学費等（入学年度末の継続履修手続時に納入）

金　　　額費　　　目

金　　　額費　　　目

金　　　額費　　　目

20,000円
15,000円

7,500円×単位数
8,000円
2,000円

45,000円＋（7,500円×単位数）
注：初年度スクーリング登録単位を除く12単位履修の場合135,000円

■ 費用内訳（但し、以下は2019年7月時点での見込額）
1年目（3学年時）の学費等（入学志願時に納入）

学 内
学 外
3単位
5単位

１単位12,000円 注：最少額 48,000円
１科目31,000円

26,000円
52,000円 注：2週間の実習が認められない場合

52,000円
8,000円
1,000円

7,500円×単位数
61,000円＋（7,500円×単位数）

注：教育実習単位を除く８単位履修の場合121,000円

文責　教職課程推進室

選 考 料
登 録 料
科目履修料
学 修 料
学 生 会 費

入学諸費計

在 籍 料
学 修 料
学 生 会 費
科目履修料

計

スクーリング受講料･教育実習受講料（受講時に納入）

スクーリング受講料

１
．小
学
校
教
員
養
成
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

　

郡
山
女
子
大
学
と
玉
川
大
学
と
の
間

で
結
ば
れ
た
連
携
協
定
に
よ
り
、本
学
在

学
生（
中
高
教
諭
一
種
免
許
取
得
希
望

者
が
玉
川
大
学
通
信
教
育
課
程
の
科
目

等
履
修
生
と
し
て
の
学
修
が
可
能
と
な
り
、

当
該
所
定
の
単
位
を
充
足
す
れ
ば
、卒
業

時
に
小
学
校
教
諭
二
種
免
許
状（
以
下
、

小
二
免
と
略
す
）が
取
得
で
き
る
と
い
う

も
の
。（
対
象
学
年
：
２
０
１
９
年
度
入
学

者
以
降
の
学
生
）

２
．実
施
期
間（
在
籍
期
間
）

　
２
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
大
学
３
年
次
〜

４
年
次
に
か
け
て
所
定
の
科
目
単
位
を
修
得

３
．根
拠
法
令

　

教
職
員
免
許
法
別
表
第
１（
第
５
条
関

係
）、教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
第
３

条
第
１
項
表
備
考
11

　

以
上
を
根
拠
に
、本
学
で
中
学
校
及
び

高
等
学
校
一
種（
家
庭
）の
免
許
状
取
得

を
目
的
に
修
得
す
る
単
位
を
一
部
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、小
二
免
の
た
め
の
単

位
数
を
軽
減
す
る
も
の
で
、大
学
間
協
定

に
よって
特
別
に
認
め
ら
れ
る
も
の
。

４
．履
修
方
法（
①
を
中
心
に
、②
と
③
を

組
み
合
わ
せ
て
実
施
）

①
テ
キ
ス
ト
履
修
：
テ
キ
ス
ト
を
読
み
、レ

ポ
ー
ト
作
成
･
提
出
、レ
ポ
ー
ト
合
格
、科

目
試
験
受
験
、科
目
試
験
合
格
に
よ
り
単

位
修
得
に
至
る
。

②
ス
ク
ー
リ
ン
グ
履
修
：
通
学
し
て
授
業

を
受
け
、単
位
修
得
す
る
方
法
。玉
川
大

学（
東
京
）等
で
主
に
夏
季
休
業
中
実
施
。

③
教
育
実
習
：
小
学
校
教
育
実
習
。事

前
事
後
指
導
と
現
場
実
習
と
で
構
成
。小

学
校
で
の
実
習
期
間
は
原
則
２
週
間
。

（
実
習
校
に
よ
り
２
週
間
実
習
不
可
の
場

合
は
４
週
間
）

５
．単
位
履
修
の
概
要

①
本
学
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
条
件

（
２
年
次
前
期
終
了
時
点
に
お
い
て
）

⑴
令
和
３
年
度
以
降
に
本
学
人
間
生
活

学
科
３
年
生
で
あ
り
、中
高
一
種
免
許
状

取
得
予
定
で
あ
る
こ
と
。

⑵
大
学
２
年
次
前
期
修
了
時
点
で
、免
許

法
施
行
規
則
第
66
条
の
６
に
位
置
付
く

科
目
合
計
８
単
位
と「
教
科
及
び
教
職
に

関
す
る
科
目
」に
位
置
付
く「
教
育
原
理

Ⅰ
」、「
教
職
論
」、「
教
育
心
理
学
」の
６

単
位
を
修
得
済
み
で
あ
る
こ
と
。

⑶
小
学
校
教
員
へ
の
志
望
を
持
っ
て
い
る

者（
面
接
に
て
資
質
確
認
）。

　

以
上
３
点
を
教
職
課
程
推
進
室
に
よ

る
面
接
選
考
試
験
に
よ
り
確
認
･
選
考

し
、玉
川
大
学
に
推
薦
す
る
。

②
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
履
修
単
位
数

27
単
位（
予
定
：
改
正
法
適
用
の
た
め
、

変
更
可
能
性
あ
り
）

･
１
年
目（
大
学
３
年
次
）８
科
目
16
単

位（
内
、２
科
目
４
単
位
は
ス
ク
ー
リ
ン
グ

必
修｟
夏
期
｠）

･
２
年
目（
大
学
４
年
次
）６
科
目
11
単

位（
内
、教
育
実
習
３
単
位
：
１
年
目
事
前

指
導
受
講
、２
年
目
小
学
校
教
育
実
習
）

６
．当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
メ
リ
ッ
ト

　

⑴
卒
業
と
同
時
に
小
二
免
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る（
そ
の
結
果
、小
、中
、高

の
免
許
保
持
者
と
な
る
）。

（
内
訳
）本
学
修
得
単
位
の
活
用
：「
66
条

の
６
」＝
８
単
位
、「
教
育
の
基
礎
的
理
解
に

関
す
る
科
目
」＝
６
単
位
、「
道
徳
、総
合
的

な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指

導
、教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目
」＝
２
単

位
、「
教
職
実
践
に
関
す
る
科
目
」（「
教
育

実
習
Ⅱ
」「
教
職
実
践
演
習
」）＝
４
単
位

　

※
合
計
20
単
位
を
活
用
。

　

⑵
福
島
県
教
員
採
用
試
験
受
験
者

（
小
学
校
、中
学
校
）に
対
す
る
選
考
試
験

特
例
で
の
加
点
対
象（
６
点
）

７
．コ
ー
ス
に
関
す
る
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
実

施
上
の
注
意

　

対
象
と
な
る
人
間
生
活
学
科
３
コ
ー
ス

中
、福
祉
コ
ー
ス
と
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

の
2
コ
ー
ス
は
、国
家
試
験
対
策
や
資
格
に

関
す
る
指
定
科
目
履
修
と
の
両
立
や
選

択
が
必
要
と
な
る（
詳
し
く
は
各
コ
ー
ス

担
当
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

８
．郡
山
女
子
大
学
教
職
課
程
推
進
室
に

よ
る
支
援

①
科
目
履
修
相
談
：
適
切
で
合
理
的
な

科
目
履
修
に
つい
て
、相
談
に
応
じ
る
。

②
レ
ポ
ー
ト
作
成
支
援
：
学
習
者
の
希
望

に
応
じ
、レ
ポ
ー
ト
課
題
の
主
旨
を
解
説

し
、学
習
法
の
助
言
を
す
る
。

③
科
目
試
験
対
策
支
援
：
学
習
者
の
希

望
に
応
じ
、学
習
法
の
助
言
を
す
る
。

④
小
学
校
教
育
実
習
の
実
施
支
援
と
巡

　

第
55
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
大

学
･
短
大
･
事
務
局
職
員
の
部
）が
９
月

６
日
、本
学
園
建
学
記
念
講
堂
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。本
年
度
の
テ
ー
マ
は「
教

職
員
の
質
的
向
上
」と
定
め
た
。教
職
員

が
協
力
し
て
大
学
の
教
育
機
能
･
環
境
の

向
上
に
組
織
的
に
取
り
組
む
た
め
、個
々

の
職
能
の
質
的
向
上
を
目
指
す
と
い
う
も

の
で
あ
る
。こ
の
テ
ー
マ
を
基
に
、午
前
の
部

は
、Ｆ
Ｄ
部
門
と
Ｓ
Ｄ
部
門
の
合
同
に
よ
る

研
修
会
、午
後
の
部
は
、Ｆ
Ｄ
部
門
と
Ｓ
Ｄ

部
門
に
分
か
れ
て
研
修
会
の
開
催
を
計
画

し
た
。

　

大
会
当
日
、午
後
の
部
は
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
委
員
会
と
の
共
催
で
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
研
修
会
を
Ｆ
Ｄ
部
門
と
Ｓ
Ｄ
部

門
の
合
同
で
開
催
し
た
。本
学
の
顧
問
弁

護
士
で
あ
る
髙
橋
久
善
先
生
を
講
師
に

招
き
、「
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
〜

加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め

に
〜
」と
い
う
演
題
で
、ご
講
演
を
い
た
だ

い
た
。ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
例
や
被
害
防
止
へ

む
け
て
の
職
場
で
の
適
切
な
対
応
に
つい
て

の
講
演
内
容
で
、日
頃
聞
く
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
ご
講
演
で
あ
り
、教
職
員
一

同
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

午
後
の
部
は
、12
時
半
よ
り
Ｆ
Ｄ
部
門

の
研
修
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。初
め
に
学

長
先
生
よ
り
、「
高
等
教
育
無
償
化
と
成

績
評
価
に
つ
い
て
」の
ご
講
演
が
あ
り
、本

学
の
高
等
教
育
無
償
化
へ
向
け
て
の
対
応
、

成
績
評
価
の
在
り
方
等
、本
学
の
教
員
と

し
て
備
え
る
べ
き
資
質
、職
責
を
再
認
識

す
る
内
容
で
あ
り
、大
変
貴
重
な
お
話
を

頂
戴
し
た
。そ
の
後
、学
園
教
育
充
実
研

究
会
主
任
か
ら「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
つい
て
」、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
の
テ
ー
マ
や

内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。12
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、「
学
生
の
考
え
る
力
を
引
き

出
す
授
業
の
再
考
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、「
授

業
準
備
」「
授
業
展
開
」「
予
習
復
習
」「
成

績
評
価
」の
４
項
目
に
つ
い
て
、学
生
の
考

え
る
力
を
引
き
出
す
授
業
プ
ラ
ン
を
各
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
で
は
、熱
心
に
意
見
交
換
を

す
る
様
子
、真
剣
に
話
し
合
って
い
る
姿
が

見
ら
れ
た
。ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョン
で
は
、学

生
の
考
え
る
力
を
引
き
出
す
授
業
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
、様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
発
表
さ
れ

回
指
導
：
実
習
先
決
定
の
支
援
と
実
習

中
の
巡
回
指
導
を
行
う
。

９
．費
用（
見
込
：
単
位
履
修
が
順
調
に

行
わ
れ
た
場
合
）

　

郡
山
女
子
大
学
の
学
費
以
外
に
、

　
１
年
目 

１
８
３
，０
０
０
円（
概
算
）

て
い
た
。

　
Ｓ
Ｄ
部
門
の
午
後
の
部
は
、「
働
き
方
改

革
と
私
立
学
校
」と
題
し
て
、社
会
保
険

労
務
士
曽
田
事
務
所
所
長
の
曽
田
究
氏

の
講
演
を
聴
講
し
た
。「
働
き
方
改
革
」を

進
め
る
た
め
の
働
き
方
改
革
関
連
法（
労

働
関
係
法
等
）の
改
正
内
容
に
沿
って
、関

連
法
の
中
心
に
あ
る「
労
働
基
準
法
」の

適
用
に
つ
い
て
、ま
た「
働
き
方
改
革
」の

柱
で
あ
る「
労
働
時
間
法
制
の
見
直
し
」

と「
雇
用
形
態
に
関
わ
ら
な
い
公
正
な
待

遇
の
確
保
」に
つい
て
、更
に
は「
専
門
業
務

型
裁
量
労
働
制
」、「
労
働
時
間
･
賃
金

に
関
す
る
法
令
等
と
実
務
」、「
労
働
時
間

制
度
の
設
計
と
学
校
特
有
の
視
点
」等
の

項
目
に
つい
て
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。

職
員
ひ
と
り
一
人
が「
働
き
方
改
革
」の

全
体
像
に
つい
て
の
理
解
を
大
い
に
深
め
る

と
と
も
に
、本
学
と
し
て
の「
働
き
方
改

革
」実
現
に
向
け
て
の
端
緒
と
な
る
有
意

義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
建
学
記
念
講
堂
に
集
合
し
、Ｆ

Ｄ
部
門
は
ポ
ス
タ
ー
発
表
、Ｓ
Ｄ
部
門
は
口

頭
に
よ
る
実
施
報
告
を
行
い
、Ｆ
Ｄ
･
Ｓ
Ｄ

の
各
部
門
の
成
果
を
共
有
し
合
っ
た
。

　

教
職
員
の
質
的
向
上
を
目
指
す
に
は

何
が
必
要
か
、今
後
の
課
題
と
方
策
を
再

発
見
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
２
年
目 

１
６
２
，０
０
０
円（
概
算
）

　

合　

計 

３
４
５
，０
０
０
円（
概
算
）

　

こ
の
他
に
、３
年
次
夏
期
実
施
の
玉
川

大
学（
東
京
）ス
ク
ー
リ
ン
グ
参
加
に
あ

た
って
は
、２
〜
３
週
間
程
度
の
宿
泊
費
･

生
活
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。



開成の杜（3）

全体会での生徒会長の挨拶

 

附
属
高
校
の
令
和
元
年
度「
第
一
回
学

校
見
学
会
」が
、７
月
28
日
に
開
催
さ
れ
、

郡
山
市
内
は
も
と
よ
り
県
内
外
各
中
学

校
か
ら
中
学
生
、教
員
、保
護
者
合
わ
せ

て
約
５
５
０
名
が
本
校
を
訪
れ
た
。

　

全
体
会
は
建
学
記
念
講
堂
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、放
送
部
員
の
今
村
友
里
、伊
東
玲

奈
に
よ
る
楽
し
い
司
会
進
行
で
進
め
ら
れ

た
。最
初
に
佐
々
木
貞
子
校
長
よ
り
歓
迎

の
言
葉
が
あ
り
、そ
の
後
、沼
田
清
香
生
徒

会
長
の
歓
迎
挨
拶
が
あ
り
、引
き
続
い
て

本
校
生
徒
代
表（
普
通
科
･
君
島
里
南
、

音
楽
科
･
遠
藤
佳
乃
、美
術
科
･
大
山

愛
未
、食
物
科
･
土
屋
香
凛
）に
よ
る
動

画
と
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
の
各
学
科

の
説
明
が
、高
校
生
活
の
実
体
験
を
踏
ま

え
、親
し
み
や
す
い
内
容
で
行
わ
れ
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
だ
後
は
、ま
ず
初
め
に
高

校
の
全
部
活
動
が
参
加
し
た
紹
介
動
画

を
放
映
し
た
。動
画
の
中
で
は
本
校
の
日

頃
の
部
活
動
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
、最

後
に
は
各
部
活
動
が
お
の
お
の
の
モッ
ト
ー

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

そ
の
後
は
恒
例
の
部
活
動
の
演
技
･
演

奏
披
露
と
な
り
、合
唱
部
･
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
部
が
参
加
し
、幕
を
降
ろ
し
た
。

　
９
月
８
日
に
は
、第
二
回
の
学
校
見
学
会

が
行
わ
れ
、こ
の
日
に
は
午
後
に
各
学
科
･

部
活
動
体
験
も
行
わ
れ
た
他
、希
望
者
は

大
学
･
短
期
大
学
部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し
た
。

２
０
２
０
年
度
入
学
者
選
抜
日
程

■2020年度入学者選考に関する日程一覧

入学者選考に関する日程2020年度

出願
期間

選考日

合格
発表日

入
学
手
続
期
間

【附属高等学校】普通科…90名／音楽科…15名／美術科…20名／食物科…35名

特　待　生 一　般　生
専　願 併　願

推　薦　生

附 属 高 等 学 校

令和2年1月8日㈬　9：00～16：00 ･ １月9日㈭　9：00～12：00
【郵送の場合、令和元年12月18日㈬～令和2年1月9日㈭まで受付可】

令和2年１月22日㈬ 令和2年1月23日㈭

令和2年1月29日㈬　12：00

令和2年1月30日㈭～2月6日㈭
令和2年1月30日㈭

 ～2月 6日㈭

令和2年１月22日㈬
令和2年1月23日㈭
※部活動特待生は22日のみ

【第１次】令和2年1月30日㈭
 ～2月 6日㈭

【第２次】令和2年1月30日㈭
 ～3月 16日㈪

【第１次】令和2年1月30日㈭
 ～2月 6日㈭

【第２次】令和2年1月30日㈭
 ～3月 16日㈪

併願推薦生

専願推薦生

2020年度 入学者選抜日程
選抜方法 出願期間 選抜日 合否通知発送日 入学手続き締切日

大
　
　
　
学

短 

期 

大 

学 

部

11月 2 日㈯
11月 2 日㈯
12月 7 日㈯
11月 2 日㈯
12月 7 日㈯
11月 2 日㈯
11月 1 日㈮
11月 2 日㈯
12月 7 日㈯
 2 月 1 日㈯
 2 月21日㈮
 3 月13日㈮
11月 2 日㈯
11月 2 日㈯
12月 7 日㈯
11月 2 日㈯
12月 7 日㈯
11月 2 日㈯
11月 1 日㈮
11月 2 日㈯
12月 7 日㈯
 2 月 1 日㈯
 2 月21日㈮
 3 月13日㈮

10月11日㈮～10月22日㈫
10月11日㈮～10月22日㈫
11月15日㈮～11月26日㈫
10月11日㈮～10月22日㈫
11月15日㈮～11月26日㈫
10月11日㈮～10月22日㈫
10月11日㈮～10月22日㈫
10月11日㈮～10月22日㈫
11月15日㈮～11月26日㈫
 1 月10日㈮～ 1 月21日㈫
 1月31日㈮～ 2 月11日㈫
 2 月19日㈬～ 3 月7日㈯
10月11日㈮～10月22日㈫
10月11日㈮～10月22日㈫
11月15日㈮～11月26日㈫
10月11日㈮～10月22日㈫
11月15日㈮～11月26日㈫
10月11日㈮～10月22日㈫
10月11日㈮～10月22日㈫
10月11日㈮～10月22日㈫
11月15日㈮～11月26日㈫
 1 月10日㈮～ 1 月21日㈫
 1 月31日㈮～ 2 月11日㈫
 2 月19日㈬～3 月7日㈯

専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
併願可
併願可
併願可
専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
併願可
併願可
併願可

Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

指定校推薦生

公募推薦生

社会人･特別

一般生
・

センター試験
利用入学者選抜

一般生

AOⅢ期★
★AOⅢ期は専願になります

・センター試験
利用入学者選抜

特待生
高大連携生

専門学科･
総合学科推薦生

指定校推薦生

公募推薦生

社会人･特別

特待生
高大連携生

専門学科･
総合学科推薦生

11月13日㈬
11月13日㈬
12月17日㈫
11月13日㈬
12月17日㈫
11月13日㈬
11月13日㈬
11月13日㈬
12月17日㈫
 2 月13日㈭
 3 月 4 日㈬
 3 月19日㈭
11月13日㈬
11月13日㈬
12月17日㈫
11月13日㈬
12月17日㈫
11月13日㈬
11月13日㈬
11月13日㈬
12月17日㈫
 2 月13日㈭
 3 月 4 日㈬
 3 月19日㈭

11月26日㈫
11月26日㈫
 1 月 6 日㈪
11月26日㈫
 1 月 6 日㈪
11月26日㈫
11月26日㈫
11月26日㈫
 1 月 6 日㈪

 3 月13日㈮
 3 月25日㈬
11月26日㈫
11月26日㈫
 1 月 6 日㈪
11月26日㈫
 1 月 6 日㈪
11月26日㈫
11月26日㈫
11月26日㈫
 1 月 6 日㈪

 3 月13日㈮
 3 月25日㈬

●
募
集
人
員

【
大
学
院
】

　

本
大
学
院
は
、本
大
学
家
政
学
部
人
間

生
活
学
科
及
び
食
物
栄
養
学
科
を
基
礎

に
、人
間
生
活
学
研
究
科
人
間
生
活
学
専

攻
の
修
士
課
程（
２
年
）、さ
ら
に
博
士（
後

期
）課
程（
３
年
）を
設
け
て
い
る
。

〇
人
間
生
活
学
研
究
科

修
士
課
程
10
名（
含
昼
夜
開
講
制
）

博
士（
後
期
）課
程
３
名

【
大
学
】

家
政
学
部
人
間
生
活
学
科
40
名

（
生
活
総
合
コ
ー
ス
10
名
･
福
祉
コ
ー
ス
20

名
･
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
10
名
）

家
政
学
部
食
物
栄
養
学
科
80
名

【
大
学
３
年
次
編
入
】

　

本
大
学
で
は
、両
学
科
と
も
３
年
次
へ

の
編
入
を
認
め
て
い
る
。募
集
人
員
は
両

学
科
と
も
各
10
名
。

　

短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学

校
専
門
課
程
を
卒
業
、修
了
ま
た
は
見
込

み
が
条
件
で
あ
る
が
、同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
も
出
願
で
き
る
。

【
短
期
大
学
部
】

健
康
栄
養
学
科 

70
名

幼
児
教
育
学
科

　

幼
児
教
育
コ
ー
ス 

１
２
５
名

　

チ
ャ
イ
ル
ド
･
ミュー
ジ
ッ
ク
コ
ー
ス

 

15
名
程
度

地
域
創
成
学
科 

80
名

【
専
攻
科
文
化
学
専
攻
】

　

短
期
大
学
の
専
門
教
育
の
基
礎
の
上
に
、

よ
り
専
門
的
知
識
を
体
系
的
に
学
ん
で

総
合
的
な
判
断
力
、豊
か
な
人
間
性
を
培

う
。大
学
評
価
･
学
位
授
与
機
構
の
審
査

を
パ
ス
す
る
と「
文
学
士
」の
学
位
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。

●
選
抜
方
法

推
薦
生（
特
待
生
／
指
定
校
／
公
募
／

専
門
学
科
･
総
合
学
科
）

社
会
人
･
特
別（
社
会
人
／
高
等
専
門

／
専
修
学
校
／
高
認
合
格
者
／
外
国
人

留
学
生
／
帰
国
子
女
）

高
大
連
携
生（
本
附
属
高
校
生
）

Ａ
Ｏ
生（
自
己
推
薦
）

一
般
生
･
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

●
選
抜
日
程（
別
項
参
照
）

●
Ａ
Ｏ
生
選
抜
日
程　
Ⅰ
期
･
Ⅱ
期
募
集

終
了
。　

Ⅲ
期
は
短
大
の
み
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

今
年
の
就
職
活
動
は
事
前
に
業
界
を

絞
り
、学
業
に
負
担
の
な
い
範
囲
で
活
動

し
て
い
る
学
生
の
増
加
が
み
ら
れ
て
い
る
。

大
学
の
就
職
は
昨
年
よ
り
も
早
い
ペ
ー
ス

で
内
定
が
進
み
就
職
率
も
高
い
。短
大
の

幼
児
教
育
学
科
は
、９
月
以
降
本
格
的
に

就
職
活
動
が
始
ま
る
。こ
れ
か
ら
健
康
栄

養
学
科
や
来
年
初
め
て
の
卒
業
生
を
送
り

出
す
地
域
創
成
学
科
は
、来
年
３
月
の
卒

業
ま
で
に
全
員
の
就
職
内
定
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

　
９
月
５
日
に
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
報
告

会
を
終
え
た
。学
生
は
各
自
の
目
標
設
定

で『
気
づ
く
こ
と
』『
視
野
を
広
げ
る
』『
足

り
な
い
能
力
を
見
つ
け
る
』等
が
あ
っ
た
。

主
体
的
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
、協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
、技
術
や
専

門
知
識
不
足
の
反
省
報
告
が
あ
っ
た
。参

加
し
た
企
業
の
方
は
、今
後
の
参
考
に
な

る
楽
し
い
報
告
会
で
、採
用
に
効
果
が
あ

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。受

け
入
れ
企
業
の
皆
様
に
は
、よ
り
多
く
の

就
業
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
、プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
み
、ま
だ
実
習
も
し
て
い
な
い
不
安

を
抱
え
た
学
生
に
親
切
に
ご
指
導
頂
き
、

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

今
、先
の
見
え
な
い
不
安
や
孤
独
感
が

社
会
を
覆
っ
て
い
る
。２
０
１
５
年
の
国
連

総
会
で
採
択
さ
れ
た「
持
続
可
能
な
開
発

目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）」（
17
の
ゴ
ー
ル
と
１
６
９

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
）30
年

を
目
標
に
自
主
的
な
取
り
組
み
を
基
本

に
据
え
て
、や
れ
る
人
が
や
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
着
手
し
よ
う
と
い
う
ル
ー
ル
だ
。誰
も
が

自
己
実
現
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
け
る
社

会
で
あ
る
。自
分
の
目
標
を
明
確
に
し
て
、

前
向
き
に
一
歩
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
。

　

10
月
１
日
㈪
よ
り
令
和
２
年
度
の
入
園

願
書
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
す
。今
年
度

も
２
･
満
３
歳
児
ク
ラ
ス
か
ら
年
長
組
ま

で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。お
か
げ
さ
ま
で

２
･
満
３
歳
児
ク
ラ
ス
及
び
年
少
組
に
関

し
ま
し
て
は
、園
児
数
の
関
係
で
年
度
途

中
か
ら
の
入
園
に
つ
い
て
場
合
に
よ
っ
て
は

お
引
き
受
け
出
来
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
。ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

た
く
さ
ん
遊
ん
で
、た
く
さ
ん
考
え
る
。

幼
児
期
に
必
要
な
創
造
的
な
思
考
力
を

育
て
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

附
属
高
校
　
学
校
見
学
会
開
催

・

10
月
１
日
か
ら

願
書
受
付
開
始

附
属
幼
稚
園

就
職
部
よ
り
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で
表
現
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

附
属
高
校
ハン
ド
ボ
ー
ル
部
の
伝
統
を
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
も
、家
族
を
は
じ
め

い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
って
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の
応
援
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
新
体
操
部
は
、〜
響
か
せ
ろ 

我

ら
の
魂 

南
の
空
へ
〜
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

雄
大
な
桜
島
が
シ
ン
ボ
ル
の
鹿
児
島
県
で

開
催
さ
れ
た
南
九
州
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
年
度
は
個
人
･

団
体
の
両
競
技
への
出
場
権
を
獲
得
し
、個

人
競
技
は
５
年
ぶ
り
の
出
場
で
五
十
嵐
由

（
３
年
）が
ボ
ー
ル
と
ク
ラ
ブ
の
２
種
目
を

堂
々
と
演
技
し
、団
体
競
技
は
３
年
生
１
名

･
１
年
生
５
名
の
メ
ン
バ
ー
で「
ノ
ー
ミ
ス
の

演
技
を
す
る
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
、全
国

の
大
舞
台
に
挑
み
ま
し
た
。世
界
で
活
躍
し

て
い
る
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
が
同

じ
フ
ロ
ア
で
演
技
す
る
の
を
目
の
当
た
り
に

し
て
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、こ
の
舞
台
に
立

つ
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
噛
み
し
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

み
な
さ
ま
の
ご
声
援
抜
き
に
は
成
し
得
な

かっ
た
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

共
に
練
習

し
た
メ
ン

バ
ー
と
成
し

遂
げ
た
全

国
の
舞
台

は
一
生
の

宝
物
と
な

り
ま
し
た
。

応
援
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

「
高
校
生
最
高
の
舞
台
を
終
え
て
」

３
年
２
組 

剣
道
部　

伊
藤　

風
侑

　

私
が
附
属
高
校
へ
の
入
学
を
決
め
た
の

は
、中
学
時
に
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
全
国
大

会
出
場
の
夢
を
高
校
で
果
た
す
た
め
で
す
。 新体操部：鹿児島アリーナにて

食品の色が変化する仕組みを実験 建築模型製作に挑戦

七夕をお菓子で表現子どものこころについて学んだ考古学で縄文時代を体験

　本学に進学を希望する高校生と、保護者、高校教員を対象とした令和元年度のオープンキャンパスが
６月16日、７月７日、８月３日、９月８日に開催された。10月12日･13日のもみじ会でもミニオープンキャ
ンパスが予定されている。
　模擬授業に出席し、施設を見学して志望学科の先生方や在学生のメープルレディと語り合ったり
できる唯一の機会。東北各県や新潟、富山、栃木からの参加者もあった。各科が実施した模様を紹介する。

令和元年度 オープンキャンパス
私たちの学園 郡山女子大学大学院 郡山女子大学 郡山女子大学短期大学部

特集特集

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

新
体
操
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

全
国
大
会
に
出
場

●
大
学
／
家
政
学
部
　
人
間
生
活
学
科

◇
生
活
総
合
コ
ー
ス「
所
変
わ
れ
ば
生
活

か
わ
る  

世
界
の
暮
ら
し
を
見
て
み
よ
う
」

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
生
活
を
お
り

ま
ぜ
な
が
ら
、生
活
の
質
に
つい
て
考
え
た
。

◇
福
祉
コ
ー
ス「
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
」

　

相
談
援
助
の
職
場
は
広
が
って
い
る
。ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
知
る
こ
と
か

ら
始
め
よ
う
。

◇
建
築
デ
ザ
イ
ン「
建
築
Ｃ
Ｇ
で
デ
ザ
イ
ン
を

体
験
。簡
単
Ｃ
Ｇ
で
理
想
の
住
宅
を
作
ろ
う
」

　

簡
単
な
住
宅
Ｃ
Ｇ
製
作
を
体
験
し
、理

想
の
住
宅
を
製
作
し
て
み
た
。

●
大
学
／
家
政
学
部
　
食
物
栄
養
学
科

「
給
食
施
設
で
使
用
さ
れ
て
い
る
調
理
器

具
に
つい
て
」

　

給
食
施
設
で
使
用
さ
れ
て
い
る
様
々
な

調
理
器
具
を
紹
介
。

●
短
大
／
健
康
栄
養
学
科

「
糖
質
＆
カ
ロ
リ
ー
オ
フ
の
お
か
ら
ケ
ー
キ

を
作
ろ
う
」

　

カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
類
に
富
む
栄
養

の
宝
庫「
お
か
ら
」を
使
って
、ケ
ー
キ
を
作

っ
た
。

●
短
大
／
幼
児
教
育
学
科

「
幼
児
教
育
コ
ー
ス
」

　

歌
あ
そ
び
や
リ
ズ
ム
あ
そ
び
の
体
験
や
、入

試
に
向
け
て
リ
ズ
ム
模
様
の
練
習
も
行
っ
た
。

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ー
ス
」

　

音
楽
表
現
の
コ
ツ
を
知
ろ
う
。楽
器
や

歌
の
表
現
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

●
短
大
／
地
域
創
成
学
科

「
印
刷
の
歴
史
と
会
津
型
染
め
」

　

様
々
な
印
刷
技
法
と
そ
の
歴
史
を
学
び
、

会
津
地
方
に
伝
わ
る
会
津
型
染
め
に
つ
い

て
お
話
が
あ
っ
た
。

■
同
時
開
催【
保
護
者
向
け
講
演
会
】

　

年
々
保
護
者
の
参
加
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
て
、保
護
者
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
追
加
し
た
。

講
師
：
仲
田
佐
和
子（
入
学
事
務
･
広
報

部
副
部
長
）

演
題
：「
本
学
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
に
つい

て
〜
減
免
制
度
、奨
学
金
、家
庭
寮
に
つい
て
」

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
27
名
は
、７
月
23
日
か

ら
宮
崎
県
都
城
市
早
水
公
園
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技（
南
部
九
州
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）に
福
島
県

代
表
と
し
て
出
場
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
は
、予
選
グ
ル
ー
プ
戦
で
敗

退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、点
差
が
離
れ
て

も
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
１
０
０
％
の
力
を

出
し
て
臨
む
こ
と
に
心
が
け
て
戦
い
ま
し
た
。

こ
の
全
国
大
会
と
い
う
大
き
な
経
験
が
こ

れ
か
ら
の
選
手
の

成
長
に
十
分
活
か

さ
れ
て
い
く
と

思
って
い
ま
す
。負

け
た
悔
し
さ
を
忘

れ
ず
、勝
つ
喜
び

を
全
員
で
い
つ
で

も
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
こ
れ
か
ら
も

全
員
バ
レ
ー
で
頑

張
って
ま
い
り
ま
す
。

　

私
達
は
、こ
の
夏
、熊
本
県
山
鹿
市
で
行

わ
れ
た
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て
き

ま
し
た
。
１
回
戦
敗
退
と
悔
し
い
結
果
に

な
って
し
ま
い
ま
し
た
が
、自
分
た
ち
ら
し

く
、粘
り
強
い
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。高
校
入
学
か
ら
２
年
６
ヶ
月
、

先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
出
し
切

り
、悔
い
な
く
試
合
が
で
き
て
、附
属
高
校

で
ハン
ド
ボ
ー
ル
を

続
け
て
き
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、日
頃
か

ら
応
援
し
て
く
だ

さ
る
全
て
の
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
コ
ー
ト
の
中

附
属
高
校
剣
道
部
は
、松
尾
先
生
の
ご
指

導
の
も
と
多
く
の
先
輩
方
が
全
国
を
経
験

し
、人
と
し
て
の
生
き
方
も
剣
道
を
通
し
て

学
べ
る
唯
一
の
学
校
だ
か
ら
で
す
。剣
道
部

の
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
め
ぐ
り
会
い
、「
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
」と
い
う
目
標
に
向
かって
汗

を
流
し
た
時
間
は
、私
に
と
って
最
高
の
宝

物
と
な
り
ま
し
た
。試
合
は
１
回
戦
敗
退

と
悔
し
い
結
果
で
し
た
が
、応
援
し
て
い
た

だ
い
た
た
く

さ
ん
の
方
々

に
心
か
ら
感

謝
し
、最
高

の
舞
台
に
立
て
た
自
信
を
自
分
の
力
に
変
え

て
、次
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
ま
た
全
国
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

  

３
年
１
組 

卓
球
部　

伊
藤　

笑

　

鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
ダ
ブ
ル
ス
と
シ
ン
グ
ル
ス
で
出
場

し
て
参
り
ま
し
た
。今
ま
で
応
援
し
て
く

だ
さっ
た
方
々
、支
え
て
く
れ
た
仲
間
への
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
プ
レ
ー
し
よ
う
と

思
い
、練
習
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。

　
ダ
ブ
ル
ス
は
、京
都
府
代
表
と
対
戦
し
ま

し
た
が
、会
場
の
卓
球
台
の
弾
み
方
に
な
か

な
か
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、フ
ル
ゲ
ー
ム

ま
で
も
つ
れ
た
も
の
の
惜
敗
し
ま
し
た
。自

分
た
ち
の
プ
レ
ー
が
で
き
な
い
ま
ま
敗
れ
、

悔
し
か
っ
た
で
す
。シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、「
ダ
ブ

ル
ス
の
悔
し
さ
を
晴
ら
し
、
一
試
合
で
も
多

く
勝
ち
た
い
」と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し

た
。１
回
戦
は
兵
庫
県
代
表
、２
回
戦
は
三

重
県
代
表
と
対
戦
し
、緊
張
も
あ
り
ま
し

た
が
自
分
の
プ
レ
ー
を
出
し
き
る
こ
と
が
で

き
、勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。３
回
戦
で
埼

玉
県
代
表
に
敗

れ
ま
し
た
が
、３

年
間
目
標
に
し

て
い
た
夢
の
舞

台
で
２
回
勝
つ

こ
と
が
で
き
、大

き
な
自
信
に
な

り
ま
し
た
。

剣
道
部

卓
球
部

剣道部：熊本県立
総合体育館にて

福島県代表として堂々と戦った選手たち最後まで笑顔で戦った3年生

　

卓球部：ダブルスで健闘した伊藤・國分組
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賞状を手にする
會田久仁子教授

講演する堀琴美先生

学生賞を贈られた皆さん

デッサンに熱心に取り組む受講者の皆さん

ボルダリング競技に臨む滝口さん

　

私
た
ち
は
、「
明
る
い
バ
ン
ド
、強
い
バ
ン
ド
、人
間

性
あ
ふ
れ
る
バ
ン
ド
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、日
頃
か
ら
全

て
の
こ
と
、支
え
て
下
さ
る
方
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
、日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。今
年
度
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、地
域
の
催
事
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
が
多
く
、貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、私
た
ち
自
身
も
よ
り
一
層
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、今
年
度
は
『
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
i

ｖ
ｉ
ｎ
ｅ
Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
ｄ
ｙ
〜
H
a
r
d
s
h
i
p
s 

i
n
l
i
f
e
c
a
n
r
e
a
c
h  

u
s  

p
ara
d

i
s
e
〜
』を
テ
ー
マ
に
、大
会
に
臨
み
ま
す
。人
生

の
中
に
は
大
き
な
波
が
あ
り
、そ
の
大
き
な
波
こ
そ

が
私
た
ち
を
、良
い
方
向
へ
と
導
て
い
く
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。こ
の
テ
ー
マ
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
、私

た
ち
ら
し
い
演
奏
演
技
を
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

ま
た
、応
援
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
、保
護
者
、卒

業
生
、学
園
関
係
者
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

■ 
感
動
は
無
限
大

■ 
南
部
九
州
高
校
総
体
闘
い
の
あ
と

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▽
予
選
グ
ル
ー
プ
戦

　

郡
山
女
子
大
附
属
０‐２
大
阪
国
際
滝

井（
大
阪
）

▽
敗
者
復
活
戦

　

郡
山
女
子
大
附
属
０‐２
日
立
二（
茨
城
）

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

▽
１
回
戦

　

郡
山
女
子
大
附
属
20‐30
千
原
台（
熊
本
）

●
卓
球

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

１
回
戦　

伊
藤　

笑
･
国
分
陽
奈
２‐３

和
泉
･
大
村（
京
都
･
龍
谷

大
平
安
）

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
回
戦 

伊
藤　

笑
３‐０
山
口
絢
子

（
兵
庫
･
兵
庫
）

 

国
分
陽
奈
１‐３
鷲
山
春
子

（
茨
城
･
明
秀
学
園
日
立
）

２
回
戦 

伊
藤　

笑
３‐０
番
条
梨
沙

（
三
重
･
白
子
）

３
回
戦 

伊
藤　

笑
０‐３
香
取
位
圭

（
埼
玉
･
正
智
深
谷
）

●
剣
道

▽
個
人
戦

　
１
回
戦
敗
退　

伊
藤
風
侑

●
新
体
操

▽
女
子
団
体 

出
場

▽
個
人
総
合

　
３
年　

五
十
嵐
由　

出
場

■ 

第
74
回
国
体

■ 「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」出
場
選
手

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

監
督
＝
冨
本
栄
次（
附
属
高
校
教
員
）

選
手
＝
宗
像
優
花
･
阿
久
津
乃
愛
･

上
野
沙
耶
･
田
母
神
怜
奈
･
中
畑
心
里
･

鹿
子
田
楓
花
･
岩
谷
香
澄

協
会
派
遣
＝
新
方
里
桜

■ 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
優
勝

▽
優
勝　

滝
口 

萌（
附
属
高
校
１
年
）･

林
あ
い
り（
湯
本
）組 

＊
茨
城
国
体
出
場
！

■ 
第
59
回
県
高
校
新
人
体
育
大
会

■ 
陸
上
競
技
県
南
地
区
大
会

▽
１
０
０
㍍ 

６
位 

宇
野 

長
月

▽
２
０
０
㍍ 

７
位 

宇
野 

長
月

▽
８
０
０
㍍ 

４
位 

橋
本 

暖
亜

　
　
〃 

５
位 

佐
々
木
さ
ら

▽
４
０
０
㍍
障
害 

５
位 

山
口 

紗
英

▽
４
０
０
㍍
リ
レ
ー 
８
位

▽
砲
丸
投
げ 

７
位 

国
分 

倫
佳

　
　
〃 

８
位 

有
賀 
未
桜

▽
円
盤
投
げ 

５
位 

円
谷 
華
帆

　
　
〃 

８
位 

今
井 

千
愛

▽
や
り
投
げ 

１
位 

今
井 

千
愛

　
　
〃 

４
位 

大
橋
ミ
チ
ヨ

　
　
〃 

５
位 

星 　
　

凜

▽
総
合 

６
位

■ 

第
72
回
県
総
体
陸
上
競
技
大
会
兼

■ 

第
74
回
県
陸
上
競
技
選
手
権

▽
女
子
砲
丸
投
げ 

８
位 
堀
田
美
紅

■ 

第
73
回
福
島
県
合
唱

■ 

コ
ン
ク
ー
ル

▽
銅
賞

■ 

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

■ 

県
予
選
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　
３
位

　

小
池
和
妃　

全
国
大
会
へ

■ 

第
73
回
県
総
合
美
術
展

【
日
本
画
】公
募

▽
青
少
年
美
術
奨
励
賞
･
県
教
育
委
員

会
教
育
長
賞

　

横
田
李
奈　
（
短
大
･
幼
教
１
年
）

▽
青
少
年
美
術
奨
励
賞
･
県
文
化
セ
ン
タ
ー

館
長
賞

　

橋
本
怜
奈　
（
高
校
美
術
科　
３
年
）

【
油
絵
】

▽
入
選

　

伊
藤　
仮
名  （
短
･
地
域
創
成
１
年
）

　

髙
橋
か
す
み  （
短
･
地
域
創
成
１
年
）

　

永
山
美
智
佳 

（
短
･
地
域
創
成
２
年
）

　

髙
椋　

舞
花  

（
短
･
地
域
創
成
２
年
）

■ 

第
70
回
県
南
美
術
展

▽
マツ
ダ
絵
具
賞

　

井
上
ゆ
う　
（
高
校
美
術
科　
３
年
）

▽
青
少
年
奨
励
賞　

　

橋
本
怜
奈　
（
高
校
美
術
科　
３
年
）

　

大
山
愛
未　
（
高
校
美
術
科　
３
年
）

▽
創
立
70
周
年
記
念
賞

　

早
川　

仁　
（
短
大
･
幼
教
教
員
）

　
■ 「
ご
み
を
な
く
そ
う
！
私
た
ち
の

■ 
提
言
」減
る
し
ぃ
レ
シ
ピ
コ
ン
ク
ー
ル

▽
最
優
秀
賞

　

渡
辺
乃
映　
（
高
校
食
物
科　
２
年
）

「
栄
養
満
点
野
菜
の
皮
ヘル
シ
ー
ハン
バ
ー
グ

･
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
サ
ラ
ダ
」

▽
優
秀
賞　

　

柳
沼　

萌　
（
高
校
食
物
科　
３
年
）

　

橋
本
ひ
か
り  （
高
校
食
物
科　
１
年
）

▽
佳
作

　

安
斎
郁
美　
（
高
校
食
物
科　
２
年
）

　

新
田
奈
美　
（
高
校
食
物
科　
２
年
）

　

矢
部
若
菜　
（
高
校
食
物
科　
３
年
）

　

鈴
木
楓
菜　
（
高
校
食
物
科　
１
年
）

■ 

第
45
回
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

■ 

学
校
長
賞
に
３
年
２
組

　
ク
ラ
ス
が
一
つ
に
な
って
歌
の
心
を
表
現

す
る
恒
例
の
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
６

月
24
日
、建
学
記
念
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

　

課
題
曲
の
校
歌
と
自
由
曲「
証
」を
見

事
に
歌
い
上
げ
た
３
年
２
組
が
最
高
賞
の

学
校
長
賞
に
輝
い
た
。成
績
は
次
の
通
り
。

▽
学
校
長
賞　

　
３
年
２
組　
「
証
」

▽
金
賞　
　
　

　
２
年
１
組　
「
小
さ
な
恋
の
う
た
」

▽
優
良
賞　
　

　
１
年
食
物　
「
C
O
S
M
O
S
」

　
２
年
食
物　
「
た
し
か
な
こ
と
」

　
３
年
３
組　
「
明
日
へ
」

■ 

短
大
･
地
域
創
成
学
科

■ 

デ
ッ
サ
ン
講
習
会
を
開
催

　

短
大
･
地
域
創
成
学
科
の
デ
ッ
サ
ン
講

習
会
が
７
月
19
日
〜
21
日
、芸
術
館
で
開

か
れ
、県
内
外
か
ら
25
人
が
参
加
し
た
。

　

受
講
者
は
、講
習
会
の
中
で
制
作
し
た

デ
ッ
サ
ン
作
品
を
１
点
提
出
す
る
こ
と
に

よ
り
、２
０
２
０
年
度
郡
山
女
子
大
学
短

期
大
学
部
地
域
創
成
学
科
入
学
の
基
礎

能
力
調
査（
推
薦
制
、社
会
人
･
特
別
の

選
抜
試
験
）に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

あ
って
、熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。（
講
習

会
で
制
作
し
た
作
品
は
、Ａ
Ｏ
入
試
で
も

持
参
作
品
と
し
て
提
出
可
能
）

■ 

健
康
栄
養
学
科
･

■ 
會
田
久
仁
子
教
授
が
学
会
賞
受
賞

　
８
月
26
日
、中
村
学
園（
福
岡
県
）で
開

か
れ
た
日
本
調
理
科
学
会（
香
西
み
ど
り

会
長
）で
学
会
賞
を
受
賞
し
た
。「
伝
統
発

酵
食
品
に
関
す
る
食
文
化
的
、食
品
衛
生

的
学
お
よ
び
微
生
物
学
的
研
究
」が
高
く

評
価
さ
れ
た
。

■ 「
暮
ら
し
の
１
ペ
ー
ジ
」

■ 

市
民
講
座
開
催

　

大
学
･
人
間
生
活
学
科
が
７
月
20
日
、

創
学
館
で「
暮
ら
し
の
１
ペ
ー
ジ
」と
題
し

た
市
民
講
座
を
開
い
た
。

　

地
域
社
会
へ
の
知
の
還
元
を
目
的
に
開

か
れ
た
も
の
で
、同
学
科
の
ダ
ニ
エ
ル
･
ホ

ー
ナ
ー
先
生
が「
英
語
･
生
活
言
語
」、福

祉
コ
ー
ス
の
堀
琴
美
先
生
が「
ネ
ッ
ト
･
ゲ

ー
ム
依
存
と
子
ど
も
の
発
達
―
バ
イ
オ
レ

ン
ス
･
ゲ
ー
ム
は
心
と
脳
に
何
を
も
た
ら

す
か
―
」、建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
長
田

城
治
先
生
が「
建
築
の
ミ
カ
タ
―
建
築
動

物
大
博
覧
会
―
」と
題
し
て
講
演
。会
場

に
は
多
く
の
市
民
が
詰
め
か
け
熱
心
に
聞

き
入
って
い
た
。

■ 

日
本
家
政
学
会
東
北
･
北
海
道
支
部

■ 

第
63
回
研
究
発
表
会

　
日
本
家
政
学
会
東
北
･
北
海
道
支
部
の

第
63
回
研
究
発
表
会
が
、９
月
７
日
、郡
山

市
民
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
た
。大
会
に
は
家
政

科
系
の
教
員
や
学
生
な
ど
40
人
が
参
加
。

　

伝
統
的
な
郷
土
料
理
の
食
文
化
及
び
調

理
科
学
的
視
点
か
ら
の
研
究
･
精
神
疾
患

を
抱
え
る
対
象
者
向
け
の
栄
養
指
導
ツ
ー

ル
作
成
の
試
み
な
ど
16
の
演
題
に
つい
て
ポ

ス
タ
ー
発
表
と
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。こ
の

う
ち
健
康
栄
養
学
科
の
坂
上
茂
教
授
と
金

子
依
里
香
准

教
授
が「
オ
ヤ

マ
ボ
ク
チ
の
葉

を
用
い
た
凍

み
餅
」の
主
要

成
分
に
つ
い
て

発
表
し
た
。席

上
、佐
々
木
ひ

と
み
さ
ん
ら

４
人
に
学
生

賞
が
贈
呈
さ

れ
た
。

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
『
感
謝
』の
気
持
ち
を
込
め
て

　

   

「自分たちらしい演奏を！」マーチングバンド部



開成の杜（6）

学
校

法
人

郡
山
開
成
学
園

平
成
30
年
度
　
事
業
報
告

一
、法
人
の
概
要

⑴
建
学
の
精
神

　

本
学
園
は
、建
学
の
精
神「
尊
敬
」「
責

任
」「
自
由
」を
教
育
目
標
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、敬

愛
で
き
る
豊
か
な
人
柄
を
創
り
他
者
に
お

い
て
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
、そ
し
て
、人
間
と

し
て
存
在
す
る
た
め
に
は
、責
任
あ
る
行
動

で
社
会
へ
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
。つ
ま
り
、個

性
を
重
視
し
、互
い
に
理
解
す
る「
個
の
確

立
」と「
他
と
の
協
調
」を
も
っ
て
、自
主
･

自
立
で
き
る
女
性
と
し
て
の
人
間
育
成
を

図
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

⑵
学
校
法
人
の
沿
革

○
法
人
名　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

（
創
立
昭
和
22
年
4
月
22
日
）

○
所
在
地　

福
島
県
郡
山
市
開
成
三
丁

目
25
番
2
号　

○
代
表
者　

理
事
長　

関
口  

修

○
設
置
学
校
名

郡
山
女
子
大
学
大
学
院

開
設
：
修
士
課
程
平
成
4
年
4
月

　
　
　

博
士
課
程
平
成
8
年
4
月

郡
山
女
子
大
学

開
設
：
昭
和
41
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

開
設
：
昭
和
25
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

開
設
：
昭
和
32
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

開
設
：
昭
和
30
年
4
月

○
学
校
長
名

郡
山
女
子
大
学

学
長　

関
口　

修

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

学
長　

関
口　

修

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

校
長　

佐
々
木　

貞
子

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

園
長　

賀
門　

康
博

⑶
学
校
･
学
部
･
学
科
等
の
入
学
定
員
、学

生
数
の
状
況（
平
成
30
年
5
月
1
日
現
在
）

在
籍
総
数 

1
、3
8
8
名

前
年
度
比
74
名
増

学
則
等
収
容
定
員 

2
、3
8
9
名

○
在
籍
数
一
覧　

表
①
参
照

⑷
役
員
等（
平
成
30
年
5
月
1
日
現
在
）

　

理
事
10
人
･
監
事
２
人
･
評
議
員
21
人

理
事
会
6
回
開
催
、評
議
員
会
4
回
開
催
、

監
事
監
査
１
回
実
施
、会
計
士
監
査
8
回
実
施

⑸
教
職
員
数（
平
成
30
年
5
月
1
日
現
在
）

　

表
②
参
照

二
、事
業
の
概
要（
当
該
年
度
）

　

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
尊
敬
･

責
任
･
自
由
」と
学
園
の
基
本
方
針
で
あ

る「
品
位
高
尚
」「
秩
序
倹
約
」「
創
造
自

立
」を
も
と
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
、部
署
に

お
い
て
計
画
し
た
教
育
･
運
営
に
関
す
る

事
項
を
実
施
し
た
。

⑴
教
育
等
実
施
内
容

　

各
部
署
毎
に
年
度
当
初
に
立
て
た
計
画

に
基
づ
き
、計
画（
Ｐ
ｌａｎ
）、実
施（
Ｄｏ
）、

評
価（
Ｃ
ｈｅｃ
ｋ
）、改
善（
Ａｃ
ｔ
）の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
従
い
、教
育
活
動
並
び
に

事
務
活
動
を
行
っ
た
。

⑵
平
成
30
年
度
入
学
者
･
入
園
児
数

　

大
学
院
3
名
･
大
学
91
名
･
３
年
編
入

学
7
名
･
短
大
2
7
2
名
･
専
攻
科
2

名
･
高
校
１
４
8
名
･
幼
稚
園
36
名　

計

5
5
9
名（
前
年
度
比
：
33
名
増
）

⑶
平
成
30
年
度
修
了
生
･
卒
業
生

　

大
学
院
3
名
･
大
学
74
名
･
短
大

2
5
1
名
･
専
攻
科
1
名
･
高
校
87
名

･
幼
稚
園
34
名　

計
4
5
0
名

⑷
学
園
全
体
で
実
施
し
た
主
な
事
業

･
平
成
30
年
度
当
初
学
園
全
体
職
員
会

･
田
植
え
体
験

･
郡
山
う
ね
め
ま
つ
り
踊
り
流
し
に
参
加

正
調
部
門「
大
賞
」受
賞

･
古
殿
町
と
包
括
連
携
協
定
締
結

･
学
生
食
堂
リ
ニュー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

･
第
72
回
も
み
じ
会

･
平
成
31
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

･
平
成
30
年
度
自
己
点
検
報
告
会

･
平
成
30
年
度
年
度
末
学
園
全
体
職
員
会

･
平
成
31
年
度
新
任
式

･
平
成
31
年
度
新
任
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
⑸
大
学
院
･
大
学
･
短
大
で
実
施
し
た
主

な
事
業

･
大
学
院
第
25
回
、大
学
第
53
回
、短
大
第

69
回
、専
攻
科
第
19
回
入
学
式

･
第
１
回
〜
５
回
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

･
平
成
31
年
度
大
学
･
短

大
入
学
者
選
抜
実
施
内

容
及
び
教
育
内
容
等
説

明
会

･
平
成
31
年
度
入
学
者
選

抜（
大
学
院
･
大
学
･
短

大
･
大
学
3
年
次
編
入
）

･
第
１
回
〜
３
回
高
大
連

携
基
礎
能
力
適
性
調
査

･
Ｋ
Ｇ
Ｃ
サ
マ
ー
リ
フ
レ
ッ

シ
ュプ
ロ
グ
ラ
ム

･
第
54
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
大
学
、

短
大
、事
務
局
）

･
大
学
･
短
大
大
運
動
会

･
大
学
院
第
24
回
、大
学
第
50
回
、短
大
第

68
回
、専
攻
科
第
18
回
卒
業
式

〇
そ
の
他
の
実
施
内
容

主
任
･
大
学
･
短
大
教
授
会
･
研
究
科

委
員
会（
月
１
回
）、入
試
判
定
委
員
会
、学

生
生
活
委
員
会
、就
職
委
員
会
･
担
当
者

会
議
、期
末
試
験
、教
育
実
習
、臨
地
実
習
、

健
康
診
断
、学
生
相
談
、教
育
課
程
体
験
事

前
指
導
、就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス（
６
回
）、就
職

模
擬
試
験（
２
回
）、職
業
適
性
検
査
･
解

説
な
ど

○
平
成
30
年
度
卒
業
者
就
職
状
況

【
大
学
】就
職
希
望
者
70
人
中
就
職
決
定

者
数
70
人（
就
職
率
１
０
０
％
）

【
短
大
】就
職
希
望
者
２
２
２
人
中
就
職
決

定
者
数
２
２
２
人（
就
職
率
１
０
０
％
）

⑹
附
属
高
等
学
校

　
「
私
を
創
る
―
未
来
の
私
を
考
え
て
―
」

の
努
力
目
標
を
掲
げ
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
目
標
を
設
定
し
、高
校
生
活
を
よ

り
有
意
義
に
送
る
た
め
に
、生
徒
の
自
己
啓

発
と
自
発
性
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
、全

教
員
が
一
丸
と
な
って
取
り
組
ん
だ
。

○
実
施
し
た
主
な
事
業

･
第
62
回
入
学
式
･
関
口
育
英
奨
学
生
認

定
式

･
学
校
見
学
会

･
入
試
内
容
説
明
会

･
修
学
旅
行（
第
２
学
年
）

･
平
成
31
年
度
入
学
者
選
考
会

･
第
60
回
卒
業
式

･
新
入
生
説
明
会

○
そ
の
他
の
実
施
内
容

運
営
委
員
会
･
職
員
会
議（
月
１
回
開
催
）、

考
査
、学
力
テ
ス
ト
、健
康
診
断
、進
路
別

説
明
会
、校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、高
校
大

運
動
会
･
球
技
大
会
、音
楽
科
定
期
演
奏

会
、卒
業
発
表
会
な
ど

⑺
附
属
幼
稚
園

　

本
園
は
、「
よ
く
み
る 

よ
く
き
く 

よ
く

か
ん
が
え
て
」を
教
育
目
標
と
し
て
、園
児

に
き
め
細
か
い
保
育
と
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
集
団
で
の

遊
び
に
も
力
を
入
れ
て
保
育
を
行
っ
た
。

○
実
施
し
た
主
な
事
業

･
第
64
回
入
園
式

･
創
立
記
念
日
の
お
集
ま
り

･
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
幼
稚
園
部
会
）

･
平
成
31
年
度
入
園
説
明
会
･
入
園
面
接

･
運
動
会
･
遠
足

･
第
64
回
卒
園
式

○
そ
の
他
の
実
施
内
容

親
子
遠
足
、お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
の
参

観
、ハロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
、七
五
三
、園
内

発
表
会
、ク
リ
ス
マ
ス
会
、お
も
ち
つ
き
、節

分
の
お
あ
つ
ま
り
、お
別
れ
会
食
、親
子
パ
ー

テ
ィ
ー
、父
母
講
座
、Ｋ
Ｇ
Ｃ
マ
ミ
ー
ク
ラ
ブ
、

避
難
訓
練
、延
長
保
育
な
ど

⑻
家
庭
寮（
平
成
30
年
度
在
寮
生
91
名
）

新
入
寮
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョン
、リ
ー
ダ
ー

会
議
、新
入
寮
生
歓
迎
会
、お
茶
会
、七
夕

会
、い
も
煮
会
、ク
リ
ス
マ
ス
会
、卒
業
生
送

別
会
、避
難
訓
練（
春
･
秋
）

⑼
大
学
図
書
館（
高
校
分
館
を
含
む
）

運
営
委
員
会
、土
曜
開
館
、蔵
書
点
検
、選

書
ツ
ア
ー
、全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
予

選
会
、学
内
研
修
会

⑽
保
健
室

定
期
健
康
診
断（
大
学
･
短
大
生
･
高
校

生
･
園
児
･
教
職
員
）

⑾
学
園
創
立
者
関
口
育
英
奨
学
生
の
採
用

⑿
学
生
･
生
徒
･
園
児
募
集

大
学
･
短
大
進
学
相
談
会
、高
等
学
校
訪

問
、中
学
校
訪
問
、園
児
募
集〈
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
）、大
学
･
短
大
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、高

校
入
試
内
容
説
明
会（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
･

ポ
リ
シ
ー
）、学
生
･
生
徒
･
園
児
募
集
の

た
め
の
学
校
案
内（
大
学
･
短
大
、高
校
、

幼
稚
園
）の
作
成
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

⒀
部
活
動
及
び
応
募
等
の
活
動
状
況

〇
高
校

･
第
64
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
バ

レ
ー
ボ
ー
ル　

第
２
位

･
第
71
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会　

少

年
女
子　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

第
１
位

･
第
71
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学

校
選
手
権
大
会　

春
の
高
校
バ
レ
ー
全

国
大
会　
２
回
戦
進
出

･
第
64
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

新
体
操　

団
体
１
位

･
平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会　

新
体
操　

団
体
出
場

･
第
64
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
競
技　

第
１
位

･
第
56
回
福
島
県
高
等
学
校　

新
人
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　

第
１
位

･
平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
体
育
大

会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）  

ハン
ド
ボ
ー
ル
出
場

･
平
成
30
年
度
福
島
県
高
等
学
校
新
人

体
育
大
会  

剣
道
競
技
女
子
団
体
第
１
位

･
第
71
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会　

卓

球
競
技　

少
年
女
子
団
体
第
２
位

･
平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓

球
大
会　

女
子
学
校
対
抗　

出
場

･
第
18
回
東
日
本
高
等
学
校
弓
道
大
会

福
島
県
予
選
会　

女
子
団
体
第
２
位

･
第
22
回
マ
ー
チ
ン
グ
＆
バ
ト
ン
オ
ン
ス
テ
ー

ジ
東
北
大
会　

高
校
･
一
般
の
部
金
賞

･
第
18
回
マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
全
国
大
会

　

優
秀
賞
･
講
評
者
特
別
賞

･
第
37
回
福
島
県
高
等
学
校
総
合
文
化

祭　

自
然
科
学
部
門　

奨
励
賞

･
第
５
回
イ
モ
ラ
国
際
ピ
ア
ノ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
本
選
出
場

･
平
成
30
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

高
校
の
部
最
優
秀
賞

･
平
成
30
年
度
食
肉
惣
菜
創
作
発
表
会

福
島
県
大
会　

最
優
秀
賞

〇
大
学
･
短
大

･
第
72
回
福
島
県
総
合
美
術
展　

洋
画
の

部　

入
選
、日
本
画
の
部　

佳
作
賞

･
C
A
F
É 

L
U
K
E
外
観
デ
ザ
イ
ン
＆

新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン　

最
高

賞
グ
ラ
ン
プ
リ
、入
選
、社
長
賞

･
第
13
回
西
会
津
国
際
芸
術
村
公
募
展

青
少
年
の
部　

準
大
賞
、入
選

･
第
32
回
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大

会
日
本
特
用
林
産
振
興
会
長
賞
･
全

国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞

⒁
安
全
管
理

･
不
審
者
侵
入
を
想
定
し
た
教
職
員
向
け

刺
股
講
習
会
を
実
施

･
安
全
防
災
訓
練
に
て
身
の
安
全
確
保
並

び
に
避
難
訓
練
を
実
施

⒂
施
設
･
設
備
関
係

施
設
･
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、安
全
性

（
災
害
対
策
等
）と
ア
メ
ニ
テ
ィ（
快
適
な
空

間
）に
配
慮
し
た
教
育
研
究
環
境
の
整
備

を
優
先
順
位
に
よ
り
実
施

⒃
環
境
関
係

環
境
委
員
会
と
Ｎ
Ｌ
Ｓ
部
が
、郡
山
市
生

活
環
境
部
と
連
携
し「
C
O
O
L 

C
H
O

I
C
E
」を
テ
ー
マ
と
し「
も
み
じ
会
」で
発

表　

他

⒄
そ
の
他

○
家
族
会

家
族
会
役
員
･
常
任
委
員
合
同
委
員
会
、

家
族
会
総
会
、家
族
会
方
部
別
教
育
懇
談

会（
開
催
時
期
は
６
月
下
旬
〜
７
月
下
旬
）

○
芸
術
鑑
賞
講
座

①
劇
団
銅
鑼「
チ
ャ
ー
ジ
」

②
沖
仁「
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

③「
竹
久
夢
二
展
」

④「
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
弦
楽
四
重
奏
団
＆
萩
原
麻

未
、成
田
達
輝
」

○
教
養
講
座

①「
素
晴
ら
し
い
地
球
人
を
育
て
る
た
め

に
」毛
利　

衛
氏（
宇
宙
飛
行
士
）

②「
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ　

伝
わ
る
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
」大
和
田　

新
氏（
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
）

③「
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練
は
な
い
」

　

宗
像
紀
夫
氏（
弁
護
士
）

※
こ
の
他
、元
復
興
大
臣
･
根
本
匠
氏
に
よ

る
特
別
教
養
講
座
が
行
わ
れ
た
。

表① 院生・学生・生徒・園児在籍総数【1,388名：前年度比 74名増】学則等収容定員【2,389名】  単位：名

表② 教職員数（平成30年5月1日現在）

10
3
13

3
／
3

3
／
3

6
1
7

20
9
29

／
0
0

／
1
1

／
0
0

40
80
120

10
10
20

14
77
91

72
275
347

180
340
520

21
57
78

24
80
104

13
61
74

240
20
20
40
320

83
15
9
41
148

720
60
60
120
960

83
7
11
36
137

50
11
9
17
87

0
70
140
0
30
0
80
320

10 2 2 4 20

40
190
280
20
60
40
80
710

0
　50
148
0
9
0
65
272

15
52
148
11
8
26
0
260

15
102
296
11
17
26
65
532

216
33
29
94
372

☆福島学習センター出向職員　5名

学校別 教員数
郡山女子大学
郡山女子大学短期大学部
郡山女子大学附属高等学校
郡山女子大学附属幼稚園

　　36
    43
    37
     11
 127

職員数
　　20
    34
  9
     1
    64

非常勤
    31
    46
   26
5

   108

合計
　87
 123
 72
  17
 299計

22
25
15
62

21
25
18
64

43
50
33
126

25
8
3
36

50
50
50
150

30

学科名

学科名

学科名 1学年 2学年 3学年

幼児教育学科

地域創成学科

健康栄養学科
家政科福祉情報専攻

（含編入定員４０名）



開成の杜（7）

平
成
30
年
度
　
決
算
報
告

監
査
報
告
書

令
和
元
年
５
月
28
日

学
校
法
人　

郡
山
開
成
学
園

監
事　

橋
本　

忠
雄

監
事　

遠
藤　

武
士

　

私
た
ち
は
、学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

の
監
事
と
し
て
、私
立
学
校
法
第
37
条
第
３

項
に
基
づ
い
て
同
学
園
の
平
成
30
年
度（
平

成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
）に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
計
算
書

類（
資
金
収
支
計
算
書
、事
業
活
動
収
支
計

算
書
、貸
借
対
照
表
及
び
附
属
明
細
表
）を

含
め
、学
校
法
人
の
業
務
並
び
に
財
産
の
状

況
に
つい
て
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
監
査
に
あ
た
り
、理
事
会
そ
の

他
重
要
な
会
議
に
出
席
す
る
ほ
か
理
事
か

ら
の
業
務
の
報
告
を
聴
取
し
、重
要
な
決
済

書
類
等
を
閲
覧
す
る
な
ど
必
要
と
思
わ
れ

る
監
査
手
続
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
、私
た
ち
は
、学
校
法
人
の
業

務
に
関
す
る
決
定
及
び
執
行
は
適
切
で
あ
り
、

財
産
目
録
及
び
計
算
書
類
は
会
計
帳
簿
の

記
載
と
合
致
し
、法
人
の
収
支
及
び
財
産
の

状
況
を
正
し
く
示
し
て
お
り
、学
校
法
人
の

業
務
又
は
財
産
に
関
し
不
正
の
行
為
又
は
法

令
若
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反
す
る
事
実

は
な
い
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。 
以
上

　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園
の
平
成
30
年

度
決
算
に
つ
い
て
、東
邦
監
査
法
人
の
監
査

を
受
け
、理
事
会
・
評
議
会
で
報
告
、決
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
資
金
収
支
計
算
書
に
お
い

て
、前
年
度
繰
越
支
払
資
金
を
加
え
た
資

金
収
入
合
計
は
、３
，４
１
８
，５
８
３
千
円
と

な
り
、予
算
よ
り
１
３
８
，０
４
１
千
円
下
回

り
ま
し
た
。こ
れ
は
、学
生
生
徒
納
付
金
収

入
、雑
収
入
で
は
見
込
み
を
上
回
り
ま
し
た

が
、主
と
し
て
、補
助
金
収
入
で
見
込
み
を

下
回
っ
た
た
め
で
す
。

　

資
金
支
出
は
、管
理
経
費
支
出
で
見
込

み
を
下
回
り
ま
し
た
が
、人
件
費
支
出
、教

育
研
究
経
費
支
出
、施
設
関
係
支
出
等
で

見
込
み
を
上
回
っ
た
た
め
、２
，６
０
０
，６
２

８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、翌
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
８

１
７
，９
５
５
千
円
と
な
り
、予
算
よ
り
１
３

５
，０
５
０
千
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
事
業
活
動
収
支
計
算
書
に

お
い
て
、事
業
活
動
収
入
合
計
よ
り
事
業
活

動
支
出
合
計
が
大
き
い
た
め
、基
本
金
組
入

前
当
年
度
収
支
差
額
は
、△
４
４
８
，５
８
９

千
円
と
な
り
、基
本
金
組
入
額
合
計
△
９
，６

３
１
千
円
を
加
え
た
当
年
度
収
支
差
額
は

△
４
５
８
，２
２
０
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

従
っ
て
、当
年
度
収
支
差
額
△
４
５
８
，２

２
０
千
円
に
、前
年
度
繰
越
収
支
差
額
△
８
，

１
０
８
，８
６
０
千
円
を
加
え
た
翌
年
度
繰

越
収
支
差
額
は
、△
８
，５
６
７
，０
８
０
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、貸
借
対
照
表
で
は
、資
産
に
関
し

て
は
、将
来
に
備
え
、教
育
、研
究
、施
設
等

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、資
金
を
計
画
的
に
積

立
て
、安
全
で
有
利
な
資
産
運
用
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、負
債
に
関
し
て
は
、退
職
給
与
引

当
金
の
計
上
、及
び
次
年
度
授
業
料
等
前

受
金
、期
末
未
払
金
等
以
外
に
は
、金
融
機

関
等
か
ら
の
借
入
金
も
な
く
、健
全
な
財
務

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
末
の
正
味
資
産
は
、前
年

度
比
４
４
８
，５
８
９
千
円
減
少
し
、６
，７
６

５
，３
８
４
千
円
と
な
って
お
り
ま
す
。

（単位：円）
科　　目 金　　額 備　　考

基本財産
土地
建物
構築物
教育研究用機器備品
管理用機器備品 
図書
車両
建設仮勘定
水道施設利用権
借地権
電話加入権
ソフトウェア
運用財産

資産合計

負債合計
差引正味財産

現金・預金
有価証券
出資金
育英奨学基金引当特定資産
同窓会奨学金引当特定資産
未収入金
前払金
その他の資産

固定負債
　退職給与引当金
　長期未払金
流動負債
　未払金
　前受金
　預り金

財産目録について、その主な内容をご報告いたします。
平成31年3月31日現在財産目録総括表5

補助金収入（国庫補助
金収入）が見込を下回り
ました。

隣地所有者からの要請
に基づき一部の土地を
売却したため。

資金収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成30年4月1日から平成31年3月31日まで資金収支計算書1

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
　国庫補助金収入
　地方公共団体（県）補助金収入
　地方公共団体（市）補助金収入
　福島県学術教育振興財団助成金収入
資産売却収入
付随 事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
 資金収入の部　合計

（単位：円）

〔
収
入
の
部
〕

〔
支
出
の
部
〕

〔
資
産
の
部
〕

〔
負
債
の
部
〕

〔
純
資
産
の
部
〕

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
資金支出の部　合計

貸借対照表について、その主な内容をご報告いたします。
平成31年3月31日現在貸借対照表4

（単位：円）
科　　目 本年度末 増　　減

 固定資産 
　有形固定資産 
　　土地
　　建物
　　構築物他
   特定資産 

　　同窓会奨学金引当特定資産
　その他の固定資産 
　　有価証券
　　ソフトウェア他
流動資産 
　　現金預金
　　未収入金他
 資産の部合計 

前年度末

減価償却の累計額
参考

科　　目 本年度末 増　　減
 固定負債 
　　長期未払金
　　退職給与引当金
 流動負債 
　　前受金
　　預り金他　
 負債の部合計 

前年度末

科　　目 本年度末 増　　減
 基本金 
　　第１号基本金
　　第４号基本金
 繰越収支差額 
　　翌年度繰越収支差額
 純資産の部合計 
 負債及び純資産の部合計 

前年度末

　　郡山開成学園創立者関口
　　育英奨学基金引当特定資産

事業活動収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成30年4月1日から平成31年3月31日まで事業活動収支計算書3

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
（単位：円）

〔
教
育
活
動
収
支
〕

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

 学生生徒等納付金 
 手数料 
 寄付金 
 経常費等補助金 
　国庫補助金
　地方公共団体（県）補助金
　地方公共団体（市）補助金
　福島県学術教育振興財団助成金
 付随事業収入
 雑収入
 教育活動収入計
 人件費
 教育研究経費
 管理経費
 徴収不能額等 
 教育活動支出計
教育活動収支差額

 資産売却差額 
 その他の特別収入
 特別収入計
 資産処分差額
 その他の特別支出
 特別支出計
特別収支差額

 〔予備費〕
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
翌年度繰越収支差額
（参考）
事業活動収入計
事業活動支出計

〔
特
別
収
支
〕

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

活動区分資金収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

活動区分資金収支計算書2

科　　　目 金　　額
（単位：円）

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
　
入

支
　
出

収
　
入

支
　
出

収
入

支
出

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

　学生生徒等納付金収入
　手数料収入
　一般寄付金収入
　経常費等補助金収入
　付随事業収入 
　雑収入
　教育活動資金収入計
　人件費支出 
　教育研究経費支出
　管理経費支出 
　教育活動資金支出計
　差引
　調整勘定等 
教育活動資金収支差額
　施設設備補助金収入
　施設設備売却収入
　施設整備等活動資金収入計 
　施設関係支出 
　設備関係支出 
　施設整備等活動資金支出計 
　差引
　調整勘定等 
施設整備等活動資金収支差額
小計（教育活動資金収支差額 + 
施設整備等活動資金収支差額）

　郡山開成学園創立者関口育英奨学基金
　引当特定資産取崩収入
　同窓会奨学金引当特定資産取崩収入
　預り金受入収入
　立替金回収収入
　　　小　計
　受取利息・配当金収入
　その他の活動資金収入計
　郡山開成学園創立者関口育英奨学基金
　引当特定資産繰入支出
　同窓会奨学金引当特定資産繰入支出
　預り金支払支出
　立替金支払支出
　　　小　計
　その他の活動資金支出計
　差引
　調整勘定等
　その他の活動資金収支差額
　支払資金の増減額
　（小計 + その他の活動資金収支差額）
　前年度繰越支払資金
　翌年度繰越支払資金

1,177,951,300
19,391,586
7,929,976

897,845,585
86,334,638
58,289,741

2,247,742,826
1,566,656,310
533,333,091
248,129,626
2,348,119,027
△ 100,376,201
27,074,104

△ 73,302,097
1,460,000
20,728,120
22,188,120
55,673,830
73,487,816
129,161,646

△ 106,973,526
26,991,233

△ 79,982,293

△ 153,284,390

17,040,000

2,304,860
90,926,208
4,336,350

114,607,418
30,749,356
145,356,774

10,548,648

3,489
123,290,252
4,627,900

138,470,289
138,470,289
6,886,485
△ 958,264
5,928,221

△ 147,356,169

965,311,753
817,955,584

 1,174,925,000 1,177,951,300 △ 3,026,300
 20,001,000 19,391,586 609,414
 10,736,000 7,929,976 2,806,024
 986,627,000 899,305,585 87,321,415
 687,685,000 594,254,000 93,431,000
 293,296,000 299,406,150 △ 6,110,150
 4,546,000 4,545,800 200
 1,100,000 1,099,635 365
 100,000 20,728,120 △ 20,628,120
 86,282,000 86,334,638 △ 52,638
 30,087,000 30,749,356 △ 662,356
 54,988,000 58,289,741 △ 3,301,741
 0 0 0
 363,821,000 327,252,500 36,568,500
 301,377,247 264,481,535 36,895,712
 △ 437,631,000 △ 439,142,785 1,511,785
 965,311,753 965,311,753 ―
 3,556,625,000 3,418,583,305 138,041,695

 1,558,515,000 1,566,656,310 △8,141,310
 510,913,000 533,333,091 △22,420,091
 249,213,000 248,129,626 1,083,374
 0 0 0
 0 0 0
 43,303,000 55,673,830 △12,370,830
 69,756,000 73,487,816 △3,731,816
 9,941,000 10,552,137 △611,137
 224,392,000 225,407,221 △1,015,221
 7,900,000  7,900,000
 △70,314,000 △112,612,310 42,298,310
 953,006,000 817,955,584 135,050,416
 3,556,625,000 3,418,583,305 138,041,695

 100,000 1,998,871 △1,898,871
 2,316,000 2,441,456 △125,456
 2,416,000 4,440,327 △2,024,327
 1,100,000 13,798,796 △12,698,796
 0 0 0
 1,100,000 13,798,796 △12,698,796
 1,316,000 △9,358,469 10,674,469
 1,000,000  1,000,000
 △326,424,000 △448,589,490 122,165,490
 △115,705,000 △9,631,156 △106,073,844
 △442,129,000 △458,220,646 16,091,646
 △8,108,859,945 △8,108,859,945 0
 △8,550,988,945 △8,567,080,591 16,091,646
 
 2,367,775,000 2,286,019,244 81,755,756
 2,694,199,000 2,734,608,734 △40,409,734

 1,174,925,000 1,177,951,300 △3,026,300
 20,001,000 19,391,586 609,414
 11,139,000 8,246,736 2,892,264
 985,167,000 897,845,585 87,321,415
 686,965,000 593,534,000 93,431,000
 292,556,000 298,666,150 △6,110,150
 4,546,000 4,545,800 200
 1,100,000 1,099,635 365
 86,282,000 86,334,638 △52,638
 57,758,000 61,059,716 △3,301,716
 2,335,272,000 2,250,829,561 84,442,439
 1,582,443,000 1,589,054,326 △6,611,326
 858,044,000 878,886,874 △20,842,874
 251,612,000 252,868,738 △1,256,738
 0 0 0
 2,692,099,000 2,720,809,938 △28,710,938
 △356,827,000 △469,980,377 113,153,377

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
〔
教
育
活
動
外
収
支
〕

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

 受取利息・配当金
 その他の教育活動外収入
 教育活動外収入計
 借入金等利息
 その他の教育活動外支出
 教育活動外支出計
 教育活動外収支差額
経常収支差額

 30,087,000 30,749,356 △662,356
 0 0 0
 30,087,000 30,749,356 △662,356
 0 0 0
 0 0 0
 0 0 0
 30,087,000 30,749,356 △662,356
 △326,740,000 △439,231,021 112,491,021

 15,332,464,841 15,322,833,685 9,631,156
 15,132,464,841 15,122,833,685 9,631,156
 200,000,000 200,000,000 0
 △8,567,080,591 △8,108,859,945 △458,220,646
 △8,567,080,591 △8,108,859,945 △458,220,646
 6,765,384,250 7,213,973,740 △448,589,490
 8,409,333,633 8,890,996,055 △481,662,422

 8,997,942,117 8,714,564,650 283,377,467

  6,389,673,609  
 181,861.30㎡ 2,745,140,681  
 50,947.88㎡ 2,642,685,825 減価償却累計額 6,903,783,899
 292点 87,197,631 減価償却累計額 701,304,160
 12,072点 364,865,785 減価償却累計額 1,293,544,590
 643点 10,288,947 減価償却累計額 41,112,483
 159,372冊 488,360,651
 ４台 11,414,738 減価償却累計額 12,783,231
  2,100,000  
  0 減価償却累計額 18,765,590
  980,389  
  2,918,498  
 5件 33,720,464 減価償却累計額 26,648,164
  2,019,660,024  
  817,955,584 預入先　東邦銀行他4行 
  600,000,000 外国債券 
  460,000 郡山信用金庫他 
  483,573,862  
  36,494,373  
  76,347,085 退職金財団交付金他 
  151,220  
  4,677,900 立替金他 

  8,409,333,633  
  1,129,847,096  
  934,103,835 退職給与に係る見積債務額 
  195,743,261  
  514,102,287  
  95,923,579  
  327,252,500 2019年度生入学金等 
  90,926,208  
  1,643,949,383  

  6,765,384,250  

 7,510,251,844 7,771,405,645 △261,153,801
 6,352,054,258 6,595,442,712 △243,388,454
 2,745,140,681 2,763,869,930 △18,729,249
 2,642,685,825 2,881,670,755 △238,984,930
 964,227,752 949,902,027 14,325,725
 520,068,235 528,860,958 △8,792,723

 483,573,862 490,065,214 △6,491,352

 36,494,373 38,795,744 △2,301,371
 638,129,351 647,101,975 △8,972,624
 600,000,000 600,000,000 0
 38,129,351 47,101,975 △8,972,624
 899,081,789 1,119,590,410 △220,508,621
 817,955,584 965,311,753 △147,356,169
 81,126,205 154,278,657 △73,152,452
 8,409,333,633 8,890,996,055 △481,662,422

 1,129,847,096 1,093,598,514 36,248,582
 195,743,261 179,122,720 16,620,541
 934,103,835 914,475,794 19,628,041
 514,102,287 583,423,801 △69,321,514
 327,252,500 362,795,700 △35,543,200
 186,849,787 220,628,101 △33,778,314
 1,643,949,383 1,677,022,315 △33,072,932

土地の売却差額を計上しました。

除却資産99,126千円の計上
により基本組入額が減少したた
めです。



開成の杜（8）

28
）年
に
結
ん
だ
包
括
的
連
携
協
定
に
基

づ
き
３
年
目
の
実
施
と
な
る
今
回
は
、食

物
栄
養
学
科
の

学
生
80
人
が
考

案
し
た
弁
当
の

中
か
ら
２
人
の

弁
当
が
選
ば
れ

た
。１
個
５
０
０

円（
税
込
）で
、

各
日
40
食
が
販

売
さ
れ
た
。

　
「
過
去
は
振
り
返
ら
な
い
」

　

何
と
も
格
好
の
良
い
台
詞
で
あ
る
。特

定
の
誰
か
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、魅

力
的
な
人
物
を
紹
介
す
る
番
組
で
、よ
く

聞
く
台
詞
で
あ
る
。過
去
の
成
功
に
縛
ら

れ
ず
、失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

主
人
公
。う
ん
、や
っ
ぱ
り
格
好
い
い
。素

直
に
尊
敬
す
る
。

　

人
は
年
齢
を
重
ね
、経
験
を
積
ん
で
く

る
と
、良
く
も
悪
く
も
、物
事
の
仕
組
み

が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。そ
し
て
、い

つ
の
間
に
か
、失
敗
を
し
な
い
道
を
歩
み

が
ち
に
な
る
。自
分
は
ど
う
か
と
考
え
る

と
、す
こ
し
残
念
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、こ
こ
は「
開
成
の
杜
」で
あ
る
。

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
若
者
た
ち
が
、

瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
、現
在
を
生
き
、そ

し
て
未
来
を
語
って
い
る
。

　

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら

も
、共
に
語
り
、そ
の
夢
の
実
現
に
携
わ
っ

て
い
る
と
、自
然
と
自
分
自
身
の
若
き
頃

が
思
い
出
さ
れ
、明
日
を
生
き
る
糧
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

過
去
に
戻
る
こ
と
は
出
来
な
い
。け
れ

ど
、自
分
自
身
の
原
点
を
思
い
出
し
、明

日
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
な
ら
、過

去
を
振
り
返
る
こ
と
も
悪
く
は
な
い
と

思
う
、今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。（
ふ
）

89

うねめ姿の石井美羽さん好評を博したお弁当

わ
く
わ
く
子
ど
も
大
学

in
郡
山
女
子
短
大

大
学
生
考
案
の
お
弁
当

附
属
幼
稚
園
同
窓
会
が

開
か
れ
ま
し
た

第
55
代
ミ
ス
う
ね
め
に

石
井
美
羽
さ
ん

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
校
美
術
科
3
年
生
、絵
画
専
攻
者
の
作
品
で
す
。

授
業
の
み
な
ら
ず
、朝
や
放
課
後
の
時
間
を
活
用
し
て
熱
心
に
制
作
を
行
って

い
ま
す
。美
術
科
で
は
3
年
間
の
集
大
成
と
し
て
卒
業
作
品
展
を
実
施
し
て

お
り
、そ
の
展
示
に
向
け
て
制
作
し
た
最
初
の
作
品
で
す
。

「舞い上がる私の心。」
F５０号

佐藤ひかり
さ とう

卒業作品展に出品する、１点目の作
品です。自分の想いをキャンバスに表
現することは本当に難しかったです。
しかし、これまで美術科で学んできたこ
とや、先生方のアドバイスを生かし作
品を完成させることができました。そし
て、福島県総合美術展覧会に出品し、
入選することができました。

「百合」 
F３０号

大山　愛未
おおやま　　まな み

日本画を選択して、初めて描いた作品
です。扱ったことのない画材だったの
で、なかなか思うように描くことができず、
慣れるまで苦労しましたが、一つひと
つの作業を丁寧に行うことを意識しま
した。花びらの可憐な様子と背景の色
合いにこだわって制作しました。これ
からの制作も頑張りたいと思います。

オープニングの様子

美
術
科

『予測の科学は
　どう変わる?：
人工知能と地震・
噴火・気象現象』

井田喜明著，岩波書店
請求記号　519.9||I

『このゴミは
 収集できません：
ゴミ清掃員が
見たあり得ない
光景』

滝沢秀一著，
白夜書房
請求記号 518.54||Ta

中野泰志監修，
ほるぷ出版
請求記号
369.27||Na

郡山女子大学
大学図書館BO OK

新しい本が届きました…　第11回

『よしきた、
  ジーヴス』

P.G.ウッドハウス著，
森村たまき訳，
国書刊行会
請求記号 933.7||U

『新しい心のバリアフリーずかん：
  きみの「あたりまえ」を見直そう!』

　

第
55
代
ミ
ス
う
ね
め
に
石
井
美
羽
さ
ん

（
短
大
･
幼
児
教
育
学
科
２
年
）が
選
ば

れ
た
。８
月
に
行
わ
れ
た
郡
山
の
夏
の
風

物
詩「
郡
山
う
ね
め
ま
つ
り
」の
主
役
と
し

て
祭
り
を
盛
り
上
げ
た
。

　

う
ね
め
祭
り
終
了
後
は「
ミ
ス
郡
山
」

と
し
て
、姉
妹
都
市
･
奈
良
へ
の
親
善
訪

問
や
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ
、県

内
外
で
郡
山
の
魅
力
を
発
信
す
る
。

　

大
学
･
食
物
栄
養
学
科
の
学
生
が
考

案
し
た「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
お
弁
当
」が
７
月

21
日
か
ら
23
日
ま
で
、Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら

旬
の
庭
で
販
売
さ
れ
た
。弁
当
は
２
種
類

で
、食
物
栄
養
学
科
２
年
の
家
久
来
優
里

さ
ん
の「
野
菜
た
っぷ
り
初
夏
の
回
鍋
肉
弁

当
」と
同
２
年
井
上
あ
す
か
さ
ん
の「
初

夏
の
彩
り
バ
ラ
ン
ス
弁
当
」。

　

Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
と
２
０
１
６（
平
成

　

7
月
31
日
、小
学
１
年
生
か
ら
、中
学

２
年
生
ま
で
卒
園
生
1
3
1
名
が
幼
稚

園
に
集
い
ま
し
た
。ス
ラ
イ
ム
作
り
や
紙
粘

土
、割
り
箸
鉄
砲
と
久
し
ぶ
り
に
会
う
友

だ
ち
と
の
会
話
に
花
を
咲
か
せ
つつ
、幼
稚

園
時
代
の
懐
か
し
い
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

た
。く
じ
引
き
大
会
や
〇
×
ク
イ
ズ
も
あ

り
、昼
食
に
は
、幼
稚
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ

ン
ド
の
甘
い
カ
レ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。「
そ

う
そ
う
。こ
の
味
」「
懐
か
し
い
ね
」と
い
う

声
が
聞
こ
え
、お
い
し
い
味
に
舌
鼓
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。お
子
さ
ん
た
ち
か
ら
、学
校

の
話
や
部
活
動
の
話
し
を
聞
く
と
、お
子

さ
ん
達
の
成
長
に
驚
く
と
共
に
未
来
に
向

か
っ
て
努
力
し
て
い
る
姿
に
力
を
も
ら
う

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

第
73
回
も
み
じ
会
開
催

　

本
学
園
で
は《
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の

創
成
〜
令
和
の
時
代
を
考
え
る
》を
テ
ー
マ

に
、日
頃
の
教
育
･
研
究
を
広
く
発
表
す

る
も
み
じ
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
●
10
月
12
日
㈯
･
13
日
㈰
９
：
00

会
場
●
学
校
法
人
開
成
学
園
＊
入
場
無
料

■
同
時
開
催

〇
第
２
０
７
回
芸
術
鑑
賞
講
座「
江
戸
の
華 

浮
世
絵
、そ
の
時
代
」原
画（
肉
筆
画
展
）〜

鳥
文
斎
栄
之
と
人
気
浮
世
絵
師
た
ち

会
期
●
10
月
８
日
㈫
〜
13
日
㈰ 

９
：
30

〜
16
：
00　

※
８
日
は
13
：
00
開
場

会
場
●
郡
山
女
子
大
学
建
学
記
念
講
堂

ギ
ャ
ラ
リ
ー　
＊
入
場
無
料

〇
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
●
10
月
12
日
㈯
･
13
日
㈰
９
：
30
〜
16
：
00

　

入
学
希
望
者
の
方
も
、ご
家
族
や
お
友

達
と
一
緒
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。＊
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
●
郡
山
女
子
大
学
入
学
事

務
･
広
報
部 

☎
０
２
４‐９
３
２‐４
８
４
８

　

8
月
10
日
㈯
に
第
4
回
わ
く
わ
く
子

ど
も
大
学
in
郡
山
女
子
短
大
が
本
学
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ
ベン
ト
は
地
域

貢
献
と
郡
山
女
子
短
大
の
P
R
を
目
的

に
行
わ
れ
、郡
山
市
内
の
幼
児
･
小
学
生

1
9
1
名
と
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
ま

し
た
。当
日
は
、11
の
体
験
ブ
ー
ス
に
分
か

れ
て
、子
ど
も
た
ち
と
短
大
生
が
一
緒
に

楽
し
く
活
動
し
ま
し
た
。ま
た
、今
年
も

地
元
企
業
よ
り
、野
菜
、お
米
、お
菓
子
、

飲
料
水
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
お
土
産
が
参

加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に

は
、柏
屋
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
う

す
か
わ
く
ん
」が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
ま
ん
じ

ゅ
う
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、郡
山
市
の「
が
く

と
く
ん
」「
お
ん
ぷ
ち
ゃ
ん
」も
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、子
ど
も
達
に
大
人
気
で
し
た
。

協
賛
・
後
援
し
て
い
た
だ
い
た
企
業
･
団

体
の
皆
様
、イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
ご
協
力
頂

い
た
先
生
方
及
び
郡
山
女
子
短
大
の

1
2
2
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
事
業
は
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構

「
子
ど
も
ゆ
め
基
金
」よ
り
助
成
を
受
け

て
実
施
致
し
ま
し
た
。　


